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一
、
は
じ
め
に

　

恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
は
、
寛
弘
三
年
（
一

〇
〇
六
）
に
『
一
乗
要
決
』
三
巻
を
著
し
た
。『
一
乗
要
決
』
の

思
想
は
、
中
世
日
本
仏
教
に
お
け
る
衆
生
の
救
済
論
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た（
１
）。

　

所
属
宗
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
仏
教
の
諸
師
に
広
く
受
容

さ
れ
た
『
一
乗
要
決
』
で
は
、
仏
教
思
想
上
の
大
き
な
論
点
の

一
つ
で
あ
る
一
切
衆
生
の
仏
性
と
い
う
問
題
が
真
正
面
か
ら
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
源
信
は
『
一
乗
要
決
』
に
お
い
て
、
法

華
経
の
一
乗
思
想
に
基
づ
き
、
悉
有
仏
性・

一
切
皆
成
説
を
宣

揚
し
た
が
、
そ
う
し
た
源
信
の
立
場
が
顕
著
な
箇
所
と
し
て
、

本
書
巻
中
の
大
文
第
五
の
文
脈
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

然
日
本
一
州
。
圓
機
純
一
。
朝
野
遠
近
。
同
帰
一
乗
。
緇

素
貴
賤
。
悉
期
成
仏（
２
）

　

こ
れ
は
『
一
乗
要
決
』
の
著
名
な
文
章
の
一
つ
で
あ
り
、
日

本
仏
教
史
上
、
多
く
の
僧
侶
か
ら
注
目
さ
れ
、
彼
ら
の
文
献
の

中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
受
容
方
法

は
決
し
て
一
様
で
な
く
、
彼
ら
の
所
属
す
る
宗
派
の
宗
旨
に
応

じ
て
、
文
献
に
引
用
さ
れ
る
文
言
の
意
図
的
な
改
変
が
な
さ
れ

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
文
章
が
諸
文
献
の
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
思
想
を
捉
え

る
た
め
の
一
指
標
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
論
文
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
仏
教
者
、
特
に
日
蓮

（
一
二
二
二
―
一
二
八
二
）、
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
―
一
二

一
二
）
を
は
じ
め
と
す
る
浄
土
系
の
三
師
、
臨
済
宗
の
栄
西
（
一

一
四
一
―
一
二
一
五
）
等
が
著
し
た
文
献
の
中
で
、
右
掲
『
一

乗
要
決
』
の
文
章
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
。

中
世
日
本
仏
教
に
お
け
る
『
一
乗
要
決
』
の
受
容セ

レ
ー
ナ・

オ
ペ
レ
ッ
ト
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二
、『
一
乗
要
決
』
大
文
第
五
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
本
論
文
の
主
題
、
前
掲
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
『
一

乗
要
決
』
巻
中
の
大
文
第
五
「
定
性
二
乗
の
永
滅
の
計
を
斥
ふ
」

の
項
目
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

源
信
の
『
一
乗
要
決
』
は
、
日
本
天
台
宗
の
祖
最
澄
（
七
六

七
―
八
二
二
）
と
三
一
権
実
論
争
を
交
わ
し
た
法
相
宗
の
徳
一

（
七
八
一
？
―
八
四
二
？
）
ら
法
相
宗
の
教
義
で
あ
る
三
乗
真

実・

五
性
各
別
説
を
破
折
す
る
こ
と
が
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
巻
中
の
大
文
第
五
の
項
目
で
は
、
本
性
と
し
て
二
乗
で
あ

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
定
性
の
声
聞・
縁
覚
の
成
仏
を
否
定

す
る
法
相
宗
の
立
場
が
批
判
さ
れ
る
。

　

法
相
宗
の
学
説
に
反
対
す
る
源
信
は
、
悉
有
仏
性・

一
切
皆

成
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
、
二
乗
は
も
と
よ
り
、
法
華
一
乗
の

円
教
を
信
受
す
れ
ば
一
切
衆
生
は
悉
く
成
仏
で
き
る
と
主
張
す

る
。
そ
し
て
、
同
項
目
の
文
脈
の
中
で
登
場
す
る
の
が
、
前
掲

「
然
日
本
一
州
。
圓
機
純
一
。
朝
野
遠
近
。
同
帰
一
乗
。
緇
素
貴

賤
。
悉
期
成
仏
」
の
文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
日
本
の

人
々
が
、
す
で
に
法
華
一
乗
の
教
え
を
信
受
で
き
る
ま
で
に
円

熟
し
た
機
根
を
そ
な
え
て
お
り
、
住
処
や
僧
俗・

貴
賤
の
身
分

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
々
が
、
こ
の
一
乗
の
教
え
に
帰
依

し
て
成
仏
を
期
す
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
章
は
、
最
澄
撰
『
依
憑
天
台
集
』
序
文
に
お

け
る
「
我
日
本
天
下
。
圓
機
已
熟
。
圓
教
遂
興（
３
）」

云
々
の
記
述

を
模
範
と
し
て
い
る
。
最
澄
も
ま
た
、
日
本
の
人
々
の
機
根
が

法
華
円
教
の
聞
法
に
堪
え
得
る
ほ
ど
に
純
熟
し
た
旨
を
述
べ
て

お
り
、『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
は
、
最
澄
の
認
識
を
受
け
て
、

そ
れ
を
源
信
が
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
『
一
乗
要
決
』
の
文
章
は
、
日
本
仏
教
の
諸
師
に
広
く

受
容
さ
れ
、
彼
ら
の
著
し
た
文
献
の
中
に
引
用
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
前
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
受
容
の
方
法
は
、
所
属
宗
派
の

教
義
思
想
に
よ
っ
て
異
な
り
が
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

各
師
の
思
想
的
立
場
に
応
じ
て
、
引
用
文
の
意
図
的
な
改
変
が

な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
態
度
で
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。

三
、
日
蓮
遺
文
に
み
る
引
用

　

ま
ず
は
、
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
『
一
乗
要
決
』
当
該
文
の
引

用
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

日
蓮
の
『
一
乗
要
決
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
小
松
邦
彰
氏・

関
戸
堯
海
氏
ら
の
研
究
が
あ
り
、『
守
護
国
家
論
』『
開
目
抄
』

『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
な
ど
に
前
掲
部
分
の
引
用
が
あ
る
と
指
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摘
さ
れ
て
い
る（
４
）。
ま
た
筆
者
は
、
他
に
『
一
代
聖
教
大
意
』『
南

条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』『
一
代
五
時
繼
圖
』

の
四
書
に
引
用
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

た
だ
し
、
上
記
の
七
書
に
お
け
る
引
用
の
仕
方
は
一
定
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
『
開
目
抄
』
と
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』

で
は
「
日
本
一
州
円
機
純
一
等
云
云
」
だ
け
を
載
せ
て
、
そ
の

後
に
続
く
文
章
が
大
き
く
省
略
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
遺
文
で
引
用
文
の
長
短
に
違
い
が
あ
る
。

　

で
は
実
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
文
か
ら
引
用
箇
所
を
と
り
上

げ
、『
一
乗
要
決
』
当
該
文
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
引
用
さ

れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
。
本
論
文
の
末
尾
に
引
用
部
分
の
一

覧
表
を
掲
げ
た
（
別
表
：
３
―
日
蓮
～
９
―
日
蓮
）。
日
蓮
の
引

用
で
は
、
後
述
す
る
他
師
の
事
例
の
よ
う
な
文
言
の
改
変
は
み

ら
れ
な
い
が
、
引
用
部
分
の
文
脈
を
見
て
み
る
と
、『
一
乗
要

決
』
の
当
該
文
を
引
用
し
た
日
蓮
の
目
的
と
、
引
用
元
つ
ま
り

源
信
の
論
述
の
意
図
と
の
間
に
、
や
や
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
『
守
護
国
家
論
』
の
引
用
で
あ
る
（
別
表
：
３
―

日
蓮
）。
日
蓮
は
同
書
に
お
い
て
、
法
然
の
浄
土
教
に
対
し
、

種
々
の
経
論
疏
を
引
用
し
な
が
ら
、
法
華
経
の
優
位
性
を
示
し

て
い
る（
５
）。
こ
こ
で
日
蓮
は
、
法
然
の
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

を
批
判
す
る
目
的
で
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
を
引
用
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
源
信
の
文
章
は
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
を
批
判
す

る
文
脈
上
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
は
法
然
の
浄
土

教
を
批
判
す
る
文
脈
の
中
に
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
つ
目
は
『
開
目
抄
』
の
引
用
で
あ
る
（
別
表
：
４
―
日

蓮
）。『
開
目
抄
』
で
も
、
浄
土
宗
の
祖
で
あ
る
道
綽
と
法
然
に

向
け
た
批
判
の
中
で
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
も
、
源
信
の
文
章
を
引
用
す
る
日
蓮
の
目
的

は
、
浄
土
教
の
信
仰
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
り
、
法
相
宗
の
思

想
に
向
け
た
も
の
で
は
な
い
。

　

三
つ
目
は
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
引
用
で
あ
る
（
別
表
：

５
―
日
蓮
）。
こ
の
遺
文
で
は
、
最
澄
の
功
績
を
讃
え
る
目
的
か

ら
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
は
、

最
澄
の
功
績
と
し
て
、
小
乗・

大
乗
お
よ
び
法
華
の
戒
に
傍
正・

勝
劣
の
分
別
を
判
じ
、
法
華
円
頓
戒
の
優
位
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
。
比
叡
山
の
地
に
法
華
円
頓
戒
を
授
け
る
た
め
の
戒
壇
を

建
立
し
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
国
中
の
八
宗
の
人
師
が

円
頓
戒
を
受
戒
し
、
悉
く
最
澄
の
門
徒
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

言
及
し
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
後
に
引
用
さ
れ
る
の
が
『
一
乗
要

決
』
の
当
該
文
で
あ
り
、「
日
本
一
州
圓
機
純
一
。
朝
野
遠
近
同

歸
一
乘
」
と
の
説
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
最
澄
の
伝
道
に
よ
っ
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て
も
た
ら
さ
れ
た
壮
大
な
成
果
を
指
し
て
の
言
で
あ
ろ
う
、
と

述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
他
の
遺
文
で
は
『
一
乗
要
決
』
を
引
用
す
る
際
に
「
恵

心
云
く
」「
恵
心
の
一
乗
要
決
に
云
く
」
等
と
そ
の
出
典
を
明
記

し
て
い
る
が
、
こ
の
遺
文
で
は
、
書
名
や
源
信
の
名
前
を
掲
げ

て
い
な
い
。『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
は
、
曾
谷
教
信
と
大
田
乗

明
に
宛
て
れ
ら
た
書
状
で
あ
る
が
、
両
者
は
こ
の
文
章
が
『
一

乗
要
決
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
特
に
断
ら
ず
と
も
知
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
出
典
を
明

記
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

四
つ
目
は
『
一
代
聖
教
大
意
』
の
引
用
で
あ
る
（
別
表
：
６

―
日
蓮
）。
こ
の
遺
文
で
は
、
釈
尊
一
代
五
十
年
の
説
法
に
つ
い

て
、
天
台
大
師
智
顗
の
一
代
五
時
教
判
「
化
法
の
四
教
」
と
「
五

時
」
に
よ
っ
て
分
け
、
法
華
経
が
諸
経
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を

明
か
す
こ
と
が
趣
旨
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
文
で
は
、『
一
乗

要
決
』
を
引
用
し
、
法
相
宗
の
徳
一
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

慧
心
之
一
乗
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク　

日
本
一
州
圓
機
純
熟
。
朝
野
遠
近

同ﾝ ク

歸ﾝ シｲ

一
乗ﾝ ニｱ

。
緇
素
貴
賤
悉ﾝ ク

期ﾝ スｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

。
唯
一
師
等ﾝ ア
テ若
不ﾝ レ
ハ

ｲ

信
受ﾝ セｱ

爲ﾝ ンﾚ

權ﾝ ト
ヤ爲ﾝ ンﾚ

實ﾝ ト
ヤ。
爲ﾝ サ
ハ

ﾚ

權ﾝ ト

者
可ﾝ シﾚ

貴ﾝ ム（
６
）。

こ
こ
で
は
、
他
の
遺
文
の
共
通
す
る
「
日
本
一
州
」
か
ら
「
成

仏
を
期
す
」
に
続
い
て
「
唯
一
師
」
以
下
も
省
略
す
る
こ
と
な

く
引
用
し
、
ま
た
『
一
乗
要
決
』
を
著
し
た
源
信
の
意
図
と
同

じ
よ
う
に
徳
一
や
法
相
宗
の
教
義
に
対
し
て
の
言
及
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
一
代
聖
教
大
意
』
の
引
用
で
は
、
法
華
経
が
最
も

勝
れ
た
経
典
で
あ
る
と
認
識
し
な
い
者
に
対
し
、
そ
の
立
場
を

批
判
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　

五
つ
目
は
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
の
引
用
で
あ
る
（
別

表
：
７
―
日
蓮
）。
こ
の
遺
文
は
南
条
兵
衛
七
郎
に
宛
て
ら
れ
た

書
状
で
あ
る
。
日
蓮
の
檀
越
と
し
て
法
華
経
に
帰
依
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
念
仏
信
仰
を
完
全
に
捨
て
ら
れ
な
い
兵
衛
七
郎
の

た
め
に
、
日
蓮
は
国
に
よ
っ
て
仏
法
の
段
階
と
機
縁
に
違
い
が

あ
り
、
念
仏
等
の
余
善
は
日
本
の
人
々
に
無
縁
で
あ
る
こ
と
を

説
明
す
る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
の
人
々
と
法
華
経
と
の
有
縁
を

論
じ
る
た
め
に
、
日
蓮
は
経
論
疏
の
説
示
を
引
き
連
ね
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
を
引
用
し
、
日

本
の
人
々
は
法
華
一
乗
の
教
え
を
信
受
で
き
る
機
根
を
そ
な
え

て
い
る
こ
と
の
論
拠
と
さ
れ
る
。
文
脈
上
、
こ
の
遺
文
に
お
け

る
『
一
乗
要
決
』
の
引
用
は
、
念
仏
信
仰
を
批
判
す
る
こ
と
が

主
眼
と
さ
れ
て
い
る（
７
）。

　

六
つ
目
は
『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』
の
引
用
で
あ
る
（
別
表
：

８
―
日
蓮
）。
こ
の
遺
文
は
真
筆
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、『
境
妙
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庵
目
録
』（
一
七
〇
一
―
一
七
七
五
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
遺
文
は
問
答
形
式
に
よ
っ
て
諸
宗
の
正
邪
を
論
じ
、
法
華
経

を
信
受
す
る
こ
と
で
末
法
の
初
心
の
行
者
が
成
仏
で
き
る
と
述

べ
て
い
る
。
最
初
に
、
諸
宗
の
中
で
法
華
宗
の
み
が
釈
尊
所
立

の
宗
で
、
日
本
と
法
華
経
は
特
別
な
関
係
が
あ
り
、
末
法
の
時

代
に
は
法
華
経
だ
け
が
人
々
を
救
済
で
き
る
と
述
べ
、
そ
の
根

拠
と
し
て
『
一
乗
要
決
』
の
文
章
が
引
用
さ
れ
、
具
体
的
な
解

説
が
加
え
ら
れ
て
い
る（
８
）。

そ
し
て
法
華
経
が
最
も
優
れ
て
い
る

経
典
で
あ
る
と
讃
え
な
が
ら
も
、
念
仏
を
唱
え
る
者
が
お
り
、

あ
る
い
は
念
仏
と
法
華
経
を
同
一
と
見
做
す
者
が
い
る
こ
と
を

批
判
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
遺
文
で
は
『
一
乗
要
決
』

の
文
章
が
、
法
華
宗
以
外
の
他
宗
へ
の
批
判
、
特
に
念
仏
へ
の

批
判
を
目
的
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
七
つ
目
は
『
一
代
五
時
継
図
』
の
引
用
で
あ
る
（
別

表
：
９
―
日
蓮
）。
日
蓮
は
多
く
の
系
図
を
作
成
し
た
が
、
こ
の

『
一
代
五
時
継
図
』
は
真
筆
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
こ
の
遺
文
で
『
一
乗
要
決
』
が
引
用
さ
れ
る
文
脈
で

は
、
他
宗
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
華
経

が
諸
経
に
比
し
て
最
も
優
れ
た
経
典
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
と

特
別
な
関
係
を
有
す
る
経
典
で
あ
る
か
ら
、
専
ら
法
華
経
を
流

布
す
べ
き
こ
と
を
示
す
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る（
９
）。

　

以
上
、
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
『
一
乗
要
決
』
当
該
文
の
引
用

部
分
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
こ
の
文
章
は
日
蓮
の
他
に
も
、
鎌

倉
時
代
に
浄
土
宗
や
臨
済
宗
に
属
し
て
活
躍
し
た
僧
侶
ら
の
文

献
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
引
用
部
分
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

四
、
浄
土
系
諸
師
の
文
献
に
み
る
引
用

　

浄
土
宗
の
僧
侶
が
著
し
た
三
つ
の
文
献
に
み
ら
れ
る
『
一
乗

要
決
』
当
該
文
の
引
用
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

一
つ
目
は
、
浄
土
宗
の
第
三
祖
、
然
阿
良
忠
の
門
下
、
了
恵

道
光
（
一
二
四
三
―
一
三
三
〇
） 

が
編
纂
し
た
『
黒
谷
上
人
語

灯
録
』
十
八
巻
で
あ
る
。
本
書
は
、
法
然
の
著
作
、
法
語
、
消

息
等
を
集
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
漢
語
部
の
十
巻
、

和
語
部
の
五
巻
、
そ
れ
に
『
拾
遺
語
灯
録
』
の
三
巻
で
構
成
さ

れ
て
い
る
（
（1
（

。
な
お
、
こ
の
収
録
中
に
お
い
て
法
然
の
真
撰
は
少

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
一
乗
要
決
』
当
該
文
の
引
用
は
、
和
語
部
の
第
一
巻
の
序
文

に
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
一
乗
要
決
』
の
引
用
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
四
夷
法
顕
氏
が
、
そ
の
文
章
に
原
文
か
ら
の
改

変
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（1
（

。『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
の
引

用
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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厭
欣
沙
門
了
惠
集
録

シ
ツ
カ
ニ
オ
モ
ム
ミ
レ
バ
。
良
醫
ノ
ク
ス
リ
ハ
ヤ
マ
ヒ
ノ

シ
ナ
ニ
ヨ
テ
ア
ラ
ハ
レ
。
如
來
ノ
御
ノ
リ
ハ
機
ノ
熟
ス
ル

ニ
マ
カ
セ
テ
サ
カ
リ
ナ
リ
。
日
本
一
州
淨
機
純
熟
シ
テ
。

朝
野
遠
近
ミ
ナ
淨
土
ニ
歸
シ
。
緇
素
貴
賤
コ
ト
コ
ト
ク
往

生
ヲ
期
ス
（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
光
は
「
圓
機
」
を
「
浄
機
」、「
純
一
」
を

「
純
熟
」、「
一
乗
」
を
「
浄
土
」、「
成
仏
」
を
「
往
生
」
と
書
き

か
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
蓮
の
場
合
は
一
部
の
例
外
を
除
き
、

源
信
著
『
一
乗
要
決
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
旨
を
明
記
し
て
い

た
が
、
こ
の
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
の
引
用
部
分
で
は
そ
れ
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
光
は
『
一
乗
要
決
』
原

文
の
文
脈
や
源
信
の
意
図
と
は
異
な
る
、
自
ら
の
浄
土
信
仰
の

立
場
か
ら
、
源
信
の
言
葉
を
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

　

二
つ
目
は
、『
當
麻
曼
荼
羅
供
式
』
に
お
け
る
引
用
で
あ
る
。

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
本
書
に
お
け
る
『
一
乗
要
決
』
当

該
文
の
引
用
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
講
式
は
、
法
然
の
弟
子
、
浄
土
宗
西
山
派
を
開
い
た

証
空
（
一
一
七
七
―
一
二
四
七
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

室
町
時
代
に
成
立
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
そ
の
内

容
は
、
當
麻
曼
荼
羅
に
関
す
る
講
式
で
、
観
無
量
寿
経
や
善
導

の
著
『
観
経
疏
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
序
文
の
後
、
本

文
は
五
段
に
分
け
ら
れ
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
各
段
の
後
に

伽
陀
が
あ
り
、
第
五
段
の
末
は
六
種
廻
向
と
陀
羅
尼
で
結
ば
れ

て
い
る
。『
一
乗
要
決
』
当
該
文
は
、
本
書
の
第
五
段
目
に
引
用

さ
れ
て
い
る
。

誠
日
本
一
州
。
往
生
純
熟
。
朝
野
遠
近
。
同
歸
西
方
（
（1
（

。

　

こ
の
文
章
で
は
、「
圓
機
」
が
「
往
生
」、「
純
一
」
が
「
純

熟
」
に
変
わ
り
、
そ
し
て
「
一
乗
」
が
「
西
方
」
と
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
と
同

じ
よ
う
に
、『
當
麻
曼
荼
羅
供
式
』
で
は
、
本
来
、
源
信
が
法
華

一
乗
を
強
調
す
る
意
図
か
ら
記
さ
れ
た
当
該
文
が
、
阿
彌
陀
の

西
方
浄
土
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
、
こ
の
事
例
で
も
、
引
用
元
で
あ
る
『
一
乗
要
決
』

の
書
名
、
著
者
源
信
の
名
前
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
断

わ
る
こ
と
な
く
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
法
然
の
弟
子
、
源
智
（
一
一
八
三
―
一
二
三
九
）

の
著
作
と
し
て
伝
わ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
要
決
』（
以
下
『
選

択
要
決
』）
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
、
法
然
の
弟
子
、
源

智
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
法
然
の
著
『
選
択
本
願
念
仏

集
』
の
批
判
と
疑
問
に
答
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。『
選
択
要
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決
』
の
構
成
は
、
ま
ず
序
文
が
設
け
ら
れ
、
次
い
で
全
十
段
で

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
評
論
し
、
最
後
に
短
文
の
結
論
が
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
一
乗
要
決
』
当
該
文
の
引
用
は
序
文

に
確
認
で
き
る
。

日
本
一
州
機
縁
純
熟
。
朝
野
遠
近
。
同
歸
念
佛
矣
（
（1
（

。

　

こ
の
文
章
で
は
、「
圓
機
」
が
「
機
縁
」、「
純
一
」
が
「
純

熟
」
に
変
わ
り
、
そ
し
て
「
一
乗
」
が
「
念
佛
」
と
書
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
先
の
二
書
と
同
じ
よ
う
に
、
出
典
と
し
て

源
信
の
名
前
や
『
一
乗
要
決
』
の
書
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
浄
土
系
諸
師
が
著
し
た
文
献
の
引
用
例
を

通
観
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
は
『
一
乗
要
決
』
の
文
章

に
依
拠
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
と
は
源
信
が
「
一
乗
」

等
と
記
し
て
法
華
経
を
強
調
す
る
内
容
で
あ
っ
た
の
が
、
彼
ら

の
宗
旨
で
あ
る
浄
土
教
を
象
徴
す
る
「
往
生
」・
「
浄
土
」・

「
西

方
」・

「
念
仏
」
等
の
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
彼
ら
は
当
該
文
の
引
用
部
分
に
お
い
て
『
一
乗
要

決
』
の
書
名
や
著
者
源
信
の
名
前
を
明
記
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

彼
ら
自
身
の
言
葉
と
し
て
文
献
上
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
と
『
選
択
要
決
』
で
は
、
同
じ
源
信

の
著
『
往
生
要
集
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
「
恵

心
僧
都
」
や
『
往
生
要
集
』
の
名
称
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
（
（1
（

。

　

あ
る
い
は
、
彼
ら
は
『
一
乗
要
決
』
を
引
用
す
る
場
合
、
源

信
の
名
前
と
『
一
乗
要
決
』
の
書
名
を
意
図
的
に
明
記
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
に
明

か
さ
れ
た
源
信
の
立
場
は
、
法
華
経
の
一
乗
思
想
の
優
位
性
を

説
き
、
そ
の
優
れ
た
経
典
と
日
本
の
人
々
と
の
有
縁
性
を
強
調

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
場
は
浄
土
教
の
思
想
と
一
致
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
は
、
浄
土
思
想
が
扱
わ

れ
た
『
往
生
要
集
』
の
著
者
で
も
あ
る
源
信
が
、
僧
俗・

貴
賤

の
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
末
代
に
お
け
る
全
て
の
人
々
が
仏
の

救
済
に
あ
ず
か
れ
る
こ
と
を
明
確
か
つ
端
的
に
示
し
た
文
章
と

し
て
、
浄
土
系
諸
師
の
関
心
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故

に
、
彼
ら
は
こ
の
文
章
に
手
を
加
え
て
、
浄
土
教
の
思
想
を
宣

揚
す
る
内
容
に
改
変
し
た
上
で
、
自
身
の
文
献
に
組
み
込
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
箇
所
で
『
一
乗
要
決
』
の
書
名
、

も
し
く
は
源
信
の
名
前
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら

は
源
信
と
い
う
仏
教
者
に
つ
い
て
、
法
華
経
の
一
乗
思
想
を
説

い
た
『
一
乗
要
決
』
の
著
者
と
し
て
で
は
な
く
、『
往
生
要
集
』

を
編
纂
し
た
日
本
浄
土
教
の
立
役
者
と
し
て
の
一
面
の
み
を
と

り
上
げ
て
顕
彰
し
て
い
た
の
で
は
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
、『
興
禅
護
国
論
』
に
み
る
引
用

　

続
い
て
、
栄
西
の
著
作
で
あ
る
『
興
禅
護
国
論
』
の
事
例
を

確
認
し
て
み
た
い
。
日
本
臨
済
宗
の
開
祖
と
し
て
著
名
な
栄
西

で
あ
る
が
、
当
時
、
彼
自
身
に
新
し
く
一
宗
を
立
て
よ
う
と
す

る
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
あ
く
ま
で
天
台
宗
の
教
義

を
改
革
す
る
役
割
を
自
ら
が
背
負
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

栄
西
は
天
台
宗
の
教
義
の
中
か
ら
、
禅
こ
そ
が
最
も
優
れ
て
い

る
行
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
護
国
の
教
え
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
（
（1
（

。

そ
の
立
場
を
闡
明
し
た
の
が
栄
西
の
著
『
興
禅
護
国
論
』
で
あ

る
。

　
『
興
禅
護
国
論
』
の
内
容
は
十
門
の
構
成
で
禅
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
は
「
第
九
、
大
国

説
話
門
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
第
九
、
大
国
説
話
門
」
で

は
、
印
度
と
中
国
が
今
も
な
お
仏
法
隆
昌
の
勝
地
で
あ
る
旨
を

委
細
に
描
写
し
た
上
で
、
辺
地
で
あ
る
日
本
は
ど
う
か
、
と
い

う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
栄
西
は
、
種
々
の
経
典
や
注
釈
書

を
も
と
に
、
日
本
も
ま
た
仏
法
に
有
縁
の
勝
地
で
あ
る
こ
と
を

説
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
脈
の
中
に
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文

が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
。

況
乎
、
一
乘
要
決
云
。
日
本
一
州
圓
機
純
熟
。
朝
野
遠
近

同
歸
一
乘
文
。
又
國
之
地
勢
無
等
倫
。
三
寶
熾
盛
也
。
專

心
而
持
法
戒
。
至
信
而
修
佛
儀
。
豈
空
哉
（
（1
（

。

　
『
興
禅
護
国
論
』
で
は
「
同
帰
一
乗
」
ま
で
の
引
用
で
あ
り
、

「
緇
素
貴
賤
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
原
文
で
は
「
純

一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
「
純
熟
」
に
代
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
栄
西
は
『
一
乗
要
決
』
を
引
用
し
て
、
日
本
が
他
に

類
の
な
い
仏
法
隆
昌
の
勝
地
で
あ
り
、
そ
の
人
々
は
専
心
に
法

戒
を
持
ち
、
至
心
に
仏
儀
を
修
め
れ
ば
、
証
果
を
得
ら
れ
る
ほ

ど
に
純
熟
し
た
機
根
を
そ
な
え
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
栄
西
が
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
を
引
用
す
る

意
図
は
、
本
来
、
源
信
が
法
相
宗
の
教
義
に
反
対
す
る
よ
う
な

他
宗
派
へ
の
批
判
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
が
印

度
や
中
国
と
同
じ
水
準
で
、
仏
法
の
興
隆
す
べ
き
地
盤
が
す
で

に
調
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

六
、
結
論

　

本
論
文
で
は
、
源
信
の
著
『
一
乗
要
決
』
の
「
日
本
一
州
圓

機
純
一
。
朝
野
遠
近
同
帰
一
乗
」
云
々
の
文
章
に
つ
い
て
、
中

世
の
日
本
仏
教
諸
師
に
お
け
る
受
容
方
法
に
多
様
性
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
際
に
彼
ら
の
引
用
例
を
確
認
し
た
通

り
、『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
は
様
々
な
宗
派
に
属
す
る
僧
侶
に
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よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

日
蓮
遺
文
と
浄
土
系
諸
師
の
文
献
を
み
る
と
、
天
台
宗
僧
侶

の
源
信
に
与
え
ら
れ
た
学
的
権
威
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

彼
の
主
要
な
著
述
で
あ
る
『
一
乗
要
決
』
と
『
往
生
要
集
』
に

明
示
さ
れ
た
教
義
内
容
と
、
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
感
じ
た
。
日
蓮
は
当
初
、
源
信
を
『
一
乗
要
決
』
の
著
者
と

し
て
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
、『
往
生
要
集
』
の
著

者
で
も
あ
る
源
信
は
、
後
年
に
日
蓮
か
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
（
（2
（

。

　

ま
た
先
述
の
通
り
、
浄
土
系
諸
師
の
文
献
で
は
、『
一
乗
要

決
』
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
で
、
源
信
の
名
前
や
『
一
乗

要
決
』
の
書
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
文
献
の
中

に
『
往
生
要
集
』
が
引
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
源
信
を

『
往
生
要
集
』
の
著
者
と
し
て
明
記
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

　

ま
た
、
臨
済
宗
の
栄
西
は
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
は
特

に
論
及
す
る
こ
と
な
く
、『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
の
み
を
引
用

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
栄
西
は
源
信
の
こ
と
を
『
一
乗
要

決
』
の
著
者
と
し
て
の
学
的
権
威
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
し
て
、
日
本
仏
教
の
諸
師
は
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
を

引
用
す
る
際
、
そ
の
文
章
を
省
略
し
、
あ
る
い
は
一
部
の
文
言

を
置
き
換
え
る
な
ど
の
事
例
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
し
、「
朝
野
遠

近
」
の
文
言
は
改
変
さ
れ
ず
、
ま
た
「
緇
素
貴
賤
」
部
分
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
が
引
用
文
に
含
ま
れ
る
場
合
は
、
も
と
の
文
言

の
形
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た

各
宗
派
が
共
通
し
て
、
僧
俗・

貴
賤
の
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
、

末
代
に
お
け
る
全
て
の
人
々
の
救
済
を
宗
旨
と
し
て
お
り
、
そ

の
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し
た
「
朝
野
遠
近
」
や
「
緇
素
貴
賤
」

の
文
言
は
、
宗
派
を
異
に
し
て
も
、
思
想
的
に
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
理
由
が
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
の
当
該
文
は
、
最
澄
の
『
依

憑
天
台
集
』
序
文
の
文
章
を
模
範
と
し
て
い
る
の
で
、
二
つ
の

文
章
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
注
目
し

た
日
蓮・

浄
土
系
の
諸
師・

栄
西
ら
の
文
献
に
は
、
最
澄
で
は

な
く
、
源
信
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
や
は
り
、

源
信
の
「
朝
野
遠
近
」
と
「
緇
素
貴
賤
」
を
含
む
文
章
は
、
仏

の
救
済
に
あ
ず
か
れ
る
対
象
が
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を
明
確
に
示

し
て
い
る
こ
と
に
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
）	Rhodes Robert, 1995:24.
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（
２
）	『
一
乗
要
決
』、
大
正
蔵 

第
七
四
巻
三
五
一
頁
ａ
。

（
３
）	

比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』、
第
三

巻
三
四
三
頁
（
一
九
二
七
年・

比
叡
山
図
書
刊
行
所
）。

（
４
）	
小
松
邦
彰
、
一
九
七
二
年　

一
八
九
頁
。
関
戸
堯
海
、
一
九

九
二
年　

二
一
一
頁
。

（
５
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

（
改
訂
増
補
第
三
刷
、
身
延
山
久
遠
寺
、
二
〇
〇
〇
年
。
以
下

『
昭
和
定
本
』
と
略
記
）
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
６
）	『
昭
和
定
本
』
六
八
頁
。

（
７
）	『
昭
和
定
本
』
三
二
四
頁
。

（
８
）	『
昭
和
定
本
』
一
四
一
四
頁
。

（
９
）	『
昭
和
定
本
』
二
四
三
四
頁
。

（
10
）	

戸
松
啓
真
、
一
九
六
五
年　

六
八
八
頁
。

（
11
）	

四
夷
法
顕
、
二
〇
一
五
年　

一
〇
五
頁
。

（
12
）	『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』、
大
正
蔵
第
八
三
巻 
一
七
一
頁
ａ
。

（
13
）	

伊
藤
正
順
、
一
九
九
〇
年　

五
八
六
―
五
八
七
頁
。

（
14
）	『
當
麻
曼
荼
羅
供
式
』、
大
正
蔵
第
八
三
巻
三
八
三
頁
ｂ
。

（
15
）	

廣
川
堯
敏
、
二
〇
一
三
年　

六
七
五
―
六
七
七
頁；
『
選
択

要
決
』、『
浄
土
宗
全
書
』（
一
九
七
一
、
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記

念
慶
讃
準
備
局・

山
喜
房
佛
書
林
）
第
七
巻 

一
七
六
頁
。

（
16
）	『
選
択
要
決
』、『
浄
土
宗
全
書
』
第
七
巻 

一
七
六
頁
。

（
17
）	『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』、
大
正
蔵
第
八
三
巻
一
七
一
頁
ｂ；

『
選

択
要
決
』『
浄
土
宗
全
書
』
第
七
巻 

一
八
二
頁
。

（
18
）	A

lbert W
elter, 2006:73-74.

（
19
）	『
興
禅
護
国
論
』、
大
正
蔵
第
八
〇
巻
一
六
頁
ａ・

ｂ

（
20
）	

関
戸
堯
海
、
一
九
八
六
年　

一
四
頁
。
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１―最澄

［
…
］
我ﾝ カ

日
本ﾝ ノ

天
下ﾝ ハ

。
圓
機
已ﾝ ニ

熟ﾝ シ
テ。
圓
教
遂ﾝ ニ

興ﾝ ル

。
此
間ﾝ ノ

後
生
。
各
執ﾝ シｲ

自
宗ﾝ ヲ

。
偏ﾝ ニ

破ﾝ スｲ

妙
法ﾝ ヲｱ

。
或ﾝ ハ

云ﾝ ク

。
天
台

所
立ﾝ ノ

四
教ﾝ ハ

。
可ﾝ シ
ト

ｲ

外
道ﾝ ノ

説ﾝ ナ
ル

ｱ

。
或ﾝ ハ

云ﾝ ク

。
新
羅
大
唐
所ﾝ ノﾚ

唉ﾝ フ

疏ﾝ ナ
リ
ト也
。［
…
］

『
依
憑
天
台
集　

序
』

伝
教
大
師
全
集
第
三
巻

三
四
三
頁

２―源信

［
…
］
則
知
。
圓
機
難ﾝ カ

故
。
佛
説
是ﾝ レ

難ﾝ シ

。
法
深
重ﾝ ナ
ル故ﾝ ニ

。
佛
願ｲ

證
明ﾝ ヲｱ

。
慈
氏ﾝ ノ

化
儀
。
理
亦
應ﾝ シﾚ

爾
。
権
機
應ﾝ ス
ル

故
。
佛
宜ｲ
方
等ﾝ ヲｱ

。
非ｸ

謂ﾝ テｲ

法
華ｱ

。
以ﾝ テ

為ｷ

不
了ﾝ トｶ

。
然ﾝ モ

日
本
一
州
。
圓
機
純
一ﾝ ナ
リ。

朝
野
遠
近
。
同ﾝ ク

歸ﾝ スｲ

一

乘ﾝ ニｱ

。
緇
素
貴
賤
。
悉ﾝ ク

期ﾝ スｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

。
唯
一
師
等
。
獨ﾝ リ

不ｲ

信
受ｱ

。
我ﾝ レ

未ﾚ

識ﾚ

之
。
為モ
シﾝ 　
ハ権ﾝ カ

為モ
シﾝ 　
ハ実ﾝ カ

。
若
是
実
者
可ｲ

以ﾝ テ

哀
傷ﾝ スｱ

。
如ｲ
世
尊ﾝ ノ

言ﾝ フｱ

。
當
来
世ﾝ ノ

悪
人
。
聞ｳ

佛
説ﾝ 玉
フ
ヲ

ｲ

一
乗ﾝ ヲｱ

。
迷
惑ﾝ シ
テ不ｲ

信
受ｱ

。
破ﾚ

法
墮ｲ

悪
道ﾝ ニｱ

。
若ﾝ シ

是ﾝ レ

権ﾝ ナ
ラ
バ者
可ﾝ シｲ

以ﾝ テ

隨
喜ﾝ スｱ
。
如ｲ

淨
名ﾝ ニ

言ﾝ カｱ

覚ﾊ

知
衆ﾝ ノ

魔
事ｱ

。
而
示
隨ｲ

其
行ｱ

。
以ｲ

善
方
便
智ｱ

。
隨ﾚ

意ﾝ ニ

皆
能
現
。

已
上

『
一
乗
要
決
』

大
日
本
仏
教
全
書
第
三

十
九
巻　

二
四
頁
ｂ

大
正
蔵

第
七
四
巻　

三
五
〇
頁

ｃ
―
三
五
一
頁
ａ

３―日蓮

［
…
］
東
北ﾝ ト
ハ者
日
本
也
。
自ﾝ リｲ
西
南ﾝ ノ

天
竺ｱ

東
北ﾝ ノ

指ﾝ ス
ナ
リ

ｲ

日
本ﾝ ヲｱ

。
故ﾝ ニ

慧
心ﾝ ノ

一
乗
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク

　
日
本
一
州
圓
機
純
一ﾝ ナ
リ。

朝
野
遠
近
同ﾝ ク

歸ﾝ シｲ

一
乗ﾝ ニｱ

。
緇
素
貴
賤
悉ﾝ ク

期ﾝ スｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

已
上
。
願ﾝ ク
ハ日
本
國ﾝ ノ

今
世ﾝ ノ

道
俗
捨ﾝ テｲ

選
擇
集ﾝ ノ

久
習ﾝ ヲｱ

依ﾝ リｲ

法
華
・

涅
槃ﾝ ノ

現
文ﾝ ニｱ

。
恃ﾝ ミ
テ

ｲ

肇
公
慧
心ﾝ ノ

日
本
記ﾝ ヲｱ
企ﾝ テ
ヨ
ｲ

法
華
修
行ﾝ ノ

安
心ﾝ ヲｱ

。［
…
］

『
守
護
国
家
論
』
曾
存

昭
和
定
本　

第
一
巻

一
二
九
頁

４―日蓮

［
…
］
慧
心ﾝ ノ

云ﾝ ク

　
日
本
一
州
圓
機
純
一ﾝ ナ
リ等
云
云
。
道
綽
と
傅
教
と
法
然
と
慧
心
と
い
づ
れ
此
を
信
べ
し
や
。

彼
は
一
切
經
に
證
文
な
し
。
此ﾝ レ
ハ

正
ま
さ
し
く

法
華
經
に
よ
れ
り
。
其
上
日
本
國
一
同
に
叡
山ﾝ ノ

大
師ﾝ ハ

受
戒
の
師
な
り
。

何ﾝ ソ

天
魔
の
つ
け
る
法
然
に
心
を
よ
せ
、
我
が
剃
頭
の
師
を
な
げ
す
つ
る
や
。
法
然
智
者
な
ら
ば
何ﾝ ソ

此
の
釋
を

選
擇
に
載ﾝ セ

て
和
會
せ
ざ
る
。
人
の
理
を
か
く
せ
る
者
な
り
。［
…
］

『
開
目
抄
』

曾
存

昭
和
定
本　

第
一
巻

五
九
四
・
五
九
五
頁

５―日蓮

傳
教
大
師ﾝ ハ

佛ﾝ ノ

滅
後
相ｲ

當ﾝ テ

一
千
八
百
像
法
之
末ﾝ ニｱ

生ﾝ レｲ

於
日
本
國ﾝ ニｱ　

小
乘
・
大
乘
・
一
乘ﾝ ノ

諸
戒
一
々
分ｲ

別ﾝ シ

之ﾝ ヲｱ　

梵
網
・
瓔
珞ﾝ ノ

以ﾝ テｲ

別
受
戒ﾝ ヲｱ

破ｲ

失ﾝ シ

小
乘ﾝ ノ

二
百
五
十
戒ﾝ ヲｱ　

又
法
華
普
賢ﾝ ノ

以ﾝ テｲ

圓
頓ﾝ ノ

大
王
之
戒ﾝ ヲｱ

諸
大
乘
經ﾝ ノ

責ﾝ メｲ

下ﾝ ス

臣

民
之
戒ﾝ ヲｱ

。
此
之
大
戒ﾝ ハ

除ﾝ テｲ

於
靈
山
八
年ﾝ ヲｱ

一
閻
浮
提
之
內ﾝ ニ

所ﾝ ノﾚ

未ﾝ クﾚ
有ﾝ ラ

大
戒
場ﾝ ヲ

建ｲ

立ﾝ ス

於
叡
山ﾝ ニｱ

。
然ﾝ ル

間
八
宗
共ﾝ ニ

倒ﾝ シｲ

偏
執ﾝ ヲｱ

擧ﾝ テｲ

一
國ﾝ ヲｱ

為な
るｲ

弟
子ﾝ トｱ

。
觀
勒
之
流ﾝ ノ

三
論
・
成
實　

道
昭
之
渡ﾝ セ
ル法
相
・
俱
舍　

良
辦
之
所ﾝ ノﾚ

博ﾝ フ
ル華
嚴

宗　

鑒
眞
和
尚
之
所ﾝ ノﾚ

渡ﾝ ス

律
宗　

弘
法
大
師ﾝ ノ

門
弟
等　

誰ﾝ カ

不ﾝ ラ
ン

ﾚ

持ﾝ タｲ

圓
頓
之
大
戒ﾝ ヲｱ
。
違ｲ

背ﾝ ス
レ
ハ此
義ﾝ ニｱ

逆
路
之
人ﾝ ナ
リ。

信ｲ

仰ﾝ ス
ル
ハ此
戒ﾝ ヲｱ

傳
教
大
師ﾝ ノ

門
徒
也
。
日
本
一
州
圓
機
純
一
朝
野
遠
近
同
歸
一
乘ﾝ ト
ハ是ﾝ ノ

謂い
ひ

歟
。［
…
］

『
曾
谷
入
道
殿
許
御

書
』
現
存

昭
和
定
本　

第
一
巻

九
〇
五
頁
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６―日蓮

［
…
］
私ﾝ ニ

云ﾝ ク　

天
竺ﾝ ヨ
リ
ハ此ﾝ ノ

日
本ﾝ ハ

東
北
之
州
也
。
慧
心
之
一
乗
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク

　
日
本
一
州
圓
機
純
熟
。
朝
野
遠
近
同ﾝ ク

歸ﾝ シﾊ

一
乗ﾝ ニｱ

。
緇
素
貴
賤
悉ﾝ ク

期ﾝ スｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

。
唯
一
師
等ﾝ ア
テ若

不ﾝ レ
ハ

ｲ

信
受ﾝ セｱ

為ﾝ ンﾚ

權ﾝ ト
ヤ為ﾝ ンﾚ

實ﾝ ト
ヤ。

為ﾝ サ
ハ

ﾚ

權ﾝ ト

者
可ﾝ シﾚ

實ﾝ ム

。［
…
］

『
一
代
聖
教
大
意
』

日
目
筆

昭
和
定
本　

第
一
巻

六
八
頁

７―日蓮

［
…
］
安
然
和
尚ﾝ ノ

云ﾝ ク　

我
日
本
國
皆
信ﾝ スｲ

大
乘ﾝ ヲｱ

等
云
云
。
慧
心ﾝ ノ

一
乘
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク

　
日
本
一
州
圓
機
純
一
等
云
云
。

釋
迦
如
來
・
彌
勒
菩
薩
・
須
梨
耶
蘇
摩
三
藏
・
羅
什
三
藏
・
僧
肇
法
師
・
安
然
和
尚
・
慧
心ﾝ ノ

先
德
等
の
心
な

ら
ば
、
日
本
國
は
純
に
法
華
經
の
機
也
。
一
句
一
偈
な
り
と
も
行
ぜ
ば
必
得
道
な
る
べ
し
。
有
縁
の
法
な
る

が
故
也
。
た
と
へ
ば
く
ろ
か
ね
を
磁
石
の
す
う
が
如
し
、
方
諸
の
水
を
ま
ね
く
に
に
た
り
。
念
仏
等
の
余
善

は
無
縁
の
國
也
。［
…
］

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御

書
』
現
存

昭
和
定
本　

第
一
巻

三
二
四
頁

８―日蓮

［
…
］
瑜
伽
論
に
は
、
丑
寅
の
隅す
み

に
大
乘
妙
法
蓮
華
經
の
流
布
す
べ
き
小
國
あ
り
と
見
え
た
り
。
安
然
和
尚

云ﾝ ク　

我
が
日
本
国
等
云
云
。
天
竺
よ
り
は
丑
寅
の
角す
み

に
此
日
本
國
は
當
る
也
。
又
慧
心
儈
都ﾝ ノ

一
乘
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク

　
日

本
一
州
圓
機
純
一ﾝ ニ
シ
テ朝

野
遠
近
同ﾝ ク

歸ﾝ シｲ
一
乘ﾝ ニｱ

緇
素
貴
賎
悉ﾝ ク

期ﾝ セ
ン

ｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

云
云
。
此
文
の
心
は
日
本
國
は
京
・
鎌

倉
・
筑
紫
・
鎮
西
み
ち
を
く
（
陸
奧
）、
遠ﾝ キ

も
近ﾝ キ

も
法
華
一
乘
の
機
の
み
有ﾝ リ

て
、
上
も
下
も
、
貴
も
賎
も
、
持

戒
も
破
戒
も
、
男
も
女
も
、
皆
お
し
な
べ
て
法
華
經
に
て
成
佛
す
べ
き
國
也
と
云ﾝ フ

文
也
。
譬ﾝ へ

ば
崐
崙
山
に
石

な
く
蓬
萊
山
に
毒
な
き
が
如
く
、
日
本
國
は
純
も
っ
ぱ
らに

法
華
經
の
國
也
。［
…
］

『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』

昭
和
定
本　

第
二
巻

一
四
一
四
頁

９―日蓮

一
乘
要
決ﾝ ニ

云ﾝ ク

　
日
本
一
州
圓
機
純
一
朝
野
遠
近
同ﾝ ク

歸ﾝ シﾊ
一
乘ﾝ ニｱ

緇
素
貴
賎
悉ﾝ ク

期ﾝ スｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

。
安
然ﾝ ノ

廣
釋ﾝ ニ

云ﾝ ク　

彼ﾝ ノ

天

竺
國ﾝ ニ
ハ有ﾝ テｲ

外
道ｱ

不ﾚ

信ﾝ セｲ

佛
道ﾝ ヲｱ

。
亦
有ﾝ テｲ

小
乘ｱ

不ﾚ

許ﾝ サｲ
大
乘ﾝ ヲｱ
。
其ﾝ ノ

大
唐
國ﾝ ニ
ハ有ﾝ テｲ

道
法ｱ

不ﾚ

許ﾝ サｲ

佛
法ｱ

。
亦
有ﾝ テｲ

小
乘ｱ

不ﾚ

許ﾝ サｲ

大
乘ﾝ ヲｱ

。
我ﾝ カ

日
本
國ﾝ ニ
ハ皆

信ﾝ シ
テ

ｲ

大
乘ﾝ ヲｱ

無ﾝ シﾚ

有ﾝ コ
ト

ｲ

一
人ﾝ ト
シ
テ不ﾝ ル
モ
ノ

ﾅ
願ﾝ ハｲ

成
佛ﾝ ヲｱ

。
瑜
伽
論ﾝ ニ

云ﾝ ク　

東
方ﾝ ニ

有ﾝ リｲ

小
國ｱ

唯ﾝ タ

有ﾝ リｲ

大
乘ﾝ ノ

機ﾝ ノ
ミ

ｱ

。
豈ﾝ ニ

非ﾝ ス
ヤ

ｲ

我
國ﾝ ニｱ

文
。

『
一
代
五
時
繼
圖
』

昭
和
定
本　

第
三
巻

二
四
三
四
頁



― 140 ―

10―道光

厭
欣
沙
門
了
惠
集
録

シ
ツ
カ
ニ
オ
モ
ム
ミ
レ
バ
。
良
醫
ノ
ク
ス
リ
ハ
ヤ
マ
ヒ
ノ
シ
ナ
ニ
ヨ
テ
ア
ラ
ハ
レ
。
如
來
ノ
御
ノ
リ
ハ
機
ノ

熟
ス
ル
ニ
マ
カ
セ
テ
サ
カ
リ
ナ
リ
。
日
本
一
州
淨
機
純
熟
シ
テ
。
朝
野
遠
近
ミ
ナ
淨
土
ニ
歸
シ
。
緇
素
貴
賤

コ
ト
コ
ト
ク
往
生
ヲ
期
ス
。［
…
］

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』

大
正
蔵

第
八
三
巻

一
七
一
頁
ａ

11―道光

［
…
］
惠
心
僧
都
ハ
楞
嚴
ノ
月
ノ
前
ニ
往
生
ノ
要
文
ヲ
ア
ツ
メ
。
永
觀
律
師
ハ
禪
林
ノ
花
ノ
下
ニ
念
佛
ノ
十

因
ヲ
詠
シ
テ
。
ヲ
ノ
ヲ
ノ
淨
土
ノ
教
行
ヲ
ヒ
ロ
メ
給
ヒ
シ
カ
ト
モ
。
往
生
ノ
化
道
イ
マ
タ
サ
カ
リ
ナ
ラ
サ
リ

シ
ニ
。
中
比
黒
谷
ノ
上
人
勢
至
菩
薩
ノ
化
身
ト
シ
テ
。
ハ
ジ
メ
テ
彌
陀
ノ
願
意
ヲ
ア
キ
ラ
メ
。
モ
ハ
ラ
稱
名

ノ
行
ヲ
ス
ス
メ
給
ヒ
シ
カ
ハ
。
勸
化
一
天
ニ
ア
マ
ネ
ク
。
利
生
萬
人
ニ
ヲ
ヨ
フ
。
淨
土
宗
ト
イ
フ
事
ハ
。
コ

ノ
時
ヨ
リ
ヒ
ロ
マ
リ
ケ
ル
ナ
リ
。［
…
］

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』

大
正
蔵

第
八
三
巻

一
七
一
頁
ｂ

12―証空

［
…
］
誠ﾝ ニ

日
本
一
州
。
往
生
純
熟ﾝ シ

。
朝
野
遠
近
。
同
歸ﾝ スｲ

西
方ﾝ ニｱ

。
夫ﾝ レ

三
光ﾝ ヲ

爲ｲ

彌
陀ﾝ トｱ

。
此
國ﾝ ヲ

名ﾝ クｲ

日
本ﾝ トｱ

。
和

州ﾝ ニ

受ﾝ ク
ル
ノ

ﾚ

生ﾝ ヲ

人
。
專ﾝ ラ

念ﾝ シｲ

彌
陀ﾝ ヲｱ

。
本
朝ﾝ ニ

全ﾝ ス
ル
ノ

ﾚ

身ﾝ ヲ

類
。
應ﾝ シﾚ

願ﾝ ヲｲ

往
生ﾝ ヲｱ

。
天
神
地
祇
守ﾝ リﾚ

之ﾝ ヲ

。
佛
法
僧
寶
隨ﾝ フﾚ

之ﾝ ニ

。［
…
］

『
當
麻
曼
荼
羅
供
式
』

大
正
蔵

第
八
三
巻

三
八
三
頁
ｂ

13―源智

［
…
］
日
本
一
州
機
縁
純
熟ﾝ シ

朝
野
遠
近
同
歸ｲ
念
佛ｱ

矣
然ﾝ ニ

比
日ﾝ ロ

見ﾊ

聞ﾝ ス
ル
二諸

方ﾝ ノ

道
俗ﾝ ヲｱ

宿
習
不ﾝ レ
ハ

ﾚ

同ﾝ カ
ラ解

行
有ﾝ リﾚ

異

傳
聞ﾝ ク

一
門ﾝ ノ

學
者ﾝ ノ

中
有ﾝ リ
ト

ｸ

竊ﾝ ニ

加ﾝ フ
ル

ｲ

難
破ﾝ ヲｱ

者ｶ

也
初
心ﾝ ノ

行
者
聞ﾝ テﾚ

之ﾝ ヲ

爲ﾚ

病ﾝ ト

因ﾝ テ

［
…
］

『
選
択
要
決
』

浄
土
宗
全
書

第
七
巻　

一
七
六
頁

14―源智

慧
心ﾝ ハ

故ﾝ ラ
ニ作ﾝ テｲ

臨
終ﾝ ノ

行
儀ﾝ ヲｱ

専
勧ﾝ メ
玉
へ
リ

ｲ

最
後ﾝ ノ

正
念ﾝ ヲｱ

往
生
要
集ﾝ ニ

云
念
佛
功
積ﾝ リ

運
心
年
深ﾝ キ

者ﾝ ハ

臨ﾝ テｲ

命
終ﾝ ノ

時ﾝ ニｱ

大
喜
自
生ﾝ ス
已

上

『
選
択
要
決
』

浄
土
宗
全
書

第
七
巻　

一
八
二
頁
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15―栄西

難
云
。
印
度
赤
縣
是
殊
勝
之
地
。
果
報
純
熟
之
人
生
於
其
中
。
日
本
是
邊
地
也
。
不
善
種
族
生
于
此
。
故
尤

難
有
。
又
戒
行
疎
缺
彌
不
可
有
。

［
…
］
況
乎
一
乘
要
決
云
。
日
本
一
州
圓
機
純
熟
。
朝
野
遠
近
同
歸
一
乘
文

又
國
之
地
勢
無
等
倫
。
三
寶
熾
盛

也
。
專
心
而
持
法
戒
。
至
信
而
修
佛
儀
。
豈
空
哉
。［
…
］

『
興
禅
護
国
論
』

大
正
蔵

第
八
〇
巻

一
六
頁
ａ
・
ｂ

先
行
研
究

・

戸
松
啓
真
稿
「
黒
谷
上
人
語
灯
録
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學

研
究
』、
第
一
三
巻
第
二
号
所
収
、
一
九
六
五
年
三
月
、
六
八
七
―

六
九
一
頁
）。

・

小
松
邦
彰
稿
「
日
蓮
聖
人
の
源
信
観
」（
宮
崎
英
修
、
茂
田
井
敎

亨
編
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
所
収
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
二
年
、

一
七
七
―
一
九
五
頁
）。

・

古
田
紹
欽
稿
「
興
禅
護
国
論
の
性
格--

そ
の
な
か
に
探
索
し
得
る

も
の
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』、
第
二
四
巻
二
号
所
収
、
一
九
七

六
年
三
月
、
五
四
一
―
五
四
九
頁
）。

・

関
戸
堯
海
稿
「
源
信
「
一
乗
要
決
」
と
日
蓮
聖
人 -1-
」（『
日
蓮

教
学
研
究
所
紀
要
』、
一
九
八
六
年
二
月
、
一
三
―
三
〇
頁
）。

・

関
戸
堯
海
稿
「
鎌
倉
新
仏
教
に
お
け
る
涅
槃
経
受
容
の
一
側
面
―

源
信
と
親
鸞
―
日
蓮
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』、
第
三
五
巻
第
一

号
所
収
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
一
八
七
―
一
九
〇
頁
）。

・

大
久
保
良
順
著
『
一
乗
要
決
』（
仏
典
講
座
三
三
、
東
京
大
蔵
出

版
、
一
九
九
〇
年
）。

・

伊
藤
正
順
稿
「
西
山
義
に
お
け
る
当
麻
曼
荼
羅
解
釈
に
つ
い
て
」

（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』、
第
三
八
巻
第
二
号
所
収
、
一
九
九
〇
年

三
月
、
五
八
六
―
五
九
〇
頁
）。

・

関
戸
堯
海
著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
山
喜
房
仏
書

林
、
一
九
九
二
年
）。

・
Rhodes F. Robert, G

enshin and the Ichijō yōketsu : A
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eian Japan, PhD

 
thesis H

arvard U
niversity, 1992.

・
Rhodes F. Robert, Genshin’s Interpretation of the Bud-
dha-nature as found in the Ichijō yōketsu, 

大
谷
大
学
佛
教

学
会,1995-05, pp.1-24.

・
W

elter A
lbert, Zen Buddhism

 as the Ideology of the 
Japanese State : Eisai and the K

ōzen gokokuron in Zen 
Classics : Form

ative T
exts in the H

istory of Zen Bud-
dhism

, O
xford U

niversity Press, 2006.
・

廣
川
堯
敏
稿
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
に
お
け
る
『
選
択
集
』

批
判
と
そ
の
対
論
」（
関
山
和
夫
編
『
仏
教
文
学
芸
能
：
関
山
和
夫

博
士
喜
寿
記
念
論
集
』、
関
山
和
夫
博
士
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
、
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二
〇
〇
六
年
、
六
八
七
―
七
一
一
頁
）。

・
廣
川
堯
敏
稿
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
に
お
け
る
西
山
義
批
判
」

（
関
山
和
夫
編　

佛
法
僧
論
集
：
福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
論
集
第

二
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
六
七
一
―
六
九
〇

頁
）。

・

四
夷
法
顕
稿
「
親
鸞
の
一
乗
思
想
に
お
け
る
叡
山
教
学
の
受
容
：

源
信
『
一
乗
要
決
』
と
の
関
連
を
中
心
に
」（『
龍
谷
大
学
真
宗
学

会
』
第
一
二
九・
一
三
〇
合
併
号
所
収
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四

四
八
―
四
五
〇
頁
）。
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Abstract

This paper illustrates the reception of Genshin’s 源信 （942-1017） Ichijō 
yōketsu （一乗要決 , Essentials of the One-vehicle） within Japanese medieval 
Buddhism. The chief purpose of the Ichijō yōketsu is to prove that all 
beings, without exception, possess Buddha-nature and are able to attain per-
fect Buddhahood. In this paper, I show the impact and reception of one spe-
cific passage from the fifth chapter of the Ichijō yōketsu relevant to the 
development of the idea of universal enlightenment in the doctrinal system 
of Japanese medieval Buddhism. I highlight the fact that this same passage 
has been employed by Nichiren 日蓮 （1222-1282）, Eisai 栄西（1141-1215） 
and also, with minor but important alterations, by representatives of the 
Pure Land schools, like Shōkū 証空 （1177-1247）, Dōkō 道光 （1243-1330） and 
Genchi 源智 （1183-1238）. In particular, I show how in amidist texts refer-
ences to the One-vehicle are substituted with references to Amida’s Pure 
Land for doctrinal reasons. Furthermore, I emphasise the diverse contexts 
in which this passage was used and the different purposes it served for the 
doctrinal needs and sectarian identities of the aforementioned monks. Ulti-
mately, I argue that the reception of the Ichijō yōketsu and that of Genshin 
himself, as an authoritative master of the Tendai school, is also tightly 
bound to the reception of his other seminal treatise, the Ōjōyōshū （往生要
集 , Essentials of birth in the Pure Land）.

The Reception of Genshin’s Ichijō 
yōketsu in Japanese Medieval Buddhism

Serena Operetto
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